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転院支援システム（概要）

東京都が提供する、【転院元医療機関】と【受入先医療機関】双方からのアプローチ機能を

備えた、転院予定患者の受入れマッチング（転院調整）を行うシステムです

【転院元医療機関】 ① 転院予定の患者の情報をシステムに入力します

② 受入候補となる医療機関を検索します

③ 転院調整を行いたい医療機関にアプローチします

【受入先医療機関】
④ アプローチを受けた医療機関は、患者情報を確認し、

転院元医療機関に個別調整の可否を回答をします

※ アプローチを受けていない医療機関から
転院元医療機関に逆アプローチも可能！

転院元医療機関と受入先医療機関間で、個別調整を実施

（※）個別調整は、本システム上でのメッセージのやりとりのほか、電話、メール、ファクシミリ等で行う



システムの基本的な流れ

ここでは、

③病院【Ａ】の転院予定患者の転院先が病院【Ｂ】に決定する流れ

②病院【Ａ】が病院【Ｃ】から逆アプローチを受ける流れ

①転院予定患者のいる病院【Ａ】が病院【Ｂ】にアプローチする流れ

を説明します。
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システムの基本的な流れ
①転院予定患者のいる病院【Ａ】が病院【Ｂ】にアプローチする流れ

〇病院【Ａ】は、システムにログイン後、患者情報を登録します

登録できる患者情報は、

・年齢
・性別
・状態・疾患
・転院目的
・希望地区
・転院希望日
・回答締切日 です

病院【Ａ】
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〇続いて、医療機関を検索します。
医療機関の検索項目は、

・医療機関名
・地域
・病床・病棟種別
・アクセス
・費用負担等
・診療内容、提供保健
医療・介護サービス

です

病院【Ａ】システムの基本的な流れ
①転院予定患者のいる病院【Ａ】が病院【Ｂ】にアプローチする流れ
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〇検索結果に表示された医療機関の中から、転院調整を行いたい医療機関を
選択します。ここでは、病院【Ｂ】を選択します。

病院【Ｂ】

1

病院【Ａ】システムの基本的な流れ
①転院予定患者のいる病院【Ａ】が病院【Ｂ】にアプローチする流れ
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〇「患者情報を、選択した医療機関のみに提供する」か
「患者情報を、選択した医療機関以外にも提供し逆アプローチを認める」か
選択したうえで、病院【Ｂ】にアプローチします。

〇ここでは、「逆アプローチを認める」を選択します。

病院【Ｂ】

「逆アプローチを認める」を
選択した場合、患者が転院を
希望する地域に所在する医療
機関等から、患者受入希望の
【逆アプローチ】を受けるこ
とができます

病院【Ａ】システムの基本的な流れ
①転院予定患者のいる病院【Ａ】が病院【Ｂ】にアプローチする流れ
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〇病院【Ｂ】がシステムにログインします。
〇病院【Ａ】からアプローチを受けた患者情報を確認し、個別調整可「〇」
か不可「×」と回答します。ここでは「〇」と回答します。

病院【Ａ】

病院【Ａ】から
アプローチがきてい
ることが分かります

病院【Ｂ】システムの基本的な流れ
①転院予定患者のいる病院【Ａ】が病院【Ｂ】にアプローチする流れ
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システムの基本的な流れ
②病院【Ａ】が病院【Ｃ】から逆アプローチを受ける流れ

〇病院【Ｃ】がシステムにログインします。
〇転院予定患者一覧の患者情報を確認し、受入を行いたい患者に逆アプローチを
行います。ここでは、病院【Ａ】の患者に逆アプローチを行います。

病院【Ａ】

病院【Ａ】の患者が
掲載されていること
が分かります

病院【Ｃ】
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〇病院【Ａ】がシステムにログインします。
〇病院【Ｂ】から「個別調整可」の回答がきていることと、
病院【Ｃ】から「逆アプローチ」がきていることがわかります。

システムの基本的な流れ
③病院【Ａ】の転院予定患者の転院先が病院【Ｂ】に決定する流れ

病院【Ａ】

病院【Ｂ】

病院【Ｃ】
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〇病院【Ｂ】と病院【Ｃ】の「状況」を「個別調整中」に変更し、
電話・メール・ファクシミリ等で個別調整を開始します。

病院【Ａ】

病院【Ｂ】

病院【Ｃ】

システムの基本的な流れ
③病院【Ａ】の転院予定患者の転院先が病院【Ｂ】に決定する流れ
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〇個別調整ののち、病院【Ｂ】に転院先が決定した場合、病院【Ｂ】の「状況」
を「成立」に変更します。

〇自動的に病院【Ｃ】の「状況」が「不成立」に変更になり、それぞれの病院に
通知されます。

病院【Ａ】

病院【Ｂ】

病院【Ｃ】

システムの基本的な流れ
③病院【Ａ】の転院予定患者の転院先が病院【Ｂ】に決定する流れ
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システム利用にあたっての注意点

〇転院調整にあたって必ず本システムを使わなくてはいけないものではあ
りません。既存の方法に加えて、本システムも積極的にご活用ください。

〇患者の個人情報を取り扱うことになりますので、転院元医療機関は、
本システムで転院調整を行う事について、転院予定患者からご承諾
いただくことが必要です。

〇新型コロナウイルス感染症の患者については、保健所による入院の
勧告・措置が解除になっていることが、本システムで転院調整を行う
条件となります。

本システムは、東京都個人情報保護条例等の情報の取扱いにかかる各種法令のほか、
「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン第５版（平成29年５月）」に
準拠して構築しています。
システムを利用する際は、端末にインストールする証明書による認証と、ＩＤ・パス
ワードによる認証の２段階認証を採用しています。
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